
オーストラリア米作地域における産業連関構造と  

米作からの経済波及効果  

加賀爪  優  

1 は じ め に  

本稿の課題は，オーストラリアの米作地域における各産業部門間の連関構造を明確にし，  

そこにおける米生産活動が各部門に与える経済的波及効果を明らかにすることである。周知  

のとおり，オーストラリアにおいて米産業は極めてマイナーな部門である。総農業生産額に  

占める米生産額の比重は僅か1．6％に過ぎない。しかし，その生産額に占める輸出額の比重は  

73．5％と極めて高いことに加えて，全生産量の98％がニューサウスウェールズ州のリベリナ  

地域に集中していることから，この地域の経済にとっては極めて重要な換金作物として大き  

く貢献している。さらにその生産性は世界一高いと言われており，渾漑水や塩事などの環境  

資源制約さえ解消されればオーストラリアにとって最も将来性の高い産業部門でもある。   

オーストラリアにおける米産業は3つの組織により運営されている。（1）米マーケテイン  

グ・ボード（1928年設立），（2）米生産者協同組合，（3）豪州米生産者協会の3つであるが，1985  

年に前者2者は機能上併合された。3つの産業組織は各々5人の代表者を派遣して，米産業  

調整委貞会において会合し，生産水準，品種の採用比率，その他の経済的事項などの全般的  

な産業政策について政策決定を行う。  

2 米屋集を中心とする産葉連関表  

本稿では，オーストラリアの米産業を中心とする産業連関分析を行う。その際，オースト  

ラリアでは，米生塵の圧倒的大部分がニューサウスウェールズ州南部平原地帯（リベリナ地  

方）で生産されているという事実を考慮して，この地域を対象とする産業連関表に基づいて  

分析を行う。周知のとおり，産業連関表の作成は膨大な費用と時間を要し，そのため，その  

刊行は通常，5年から10年遅れて発表されることが多い。特に本稿で用いる地域レベルの産  

業連関表は，国レベルおよび州レベルの表をペースにして当該地域の表を作成するわけであ  

るが，その基礎となる国レベルの表は上述の如く刊行年の間隔が長い上に，また地域レベル  

の表に組替え・加エする作業にかなりの時間を要するため，最近時点の統計処理は容易では  

ない。それ故，本稿で用いる「米作地域レベルの座業連関表」は1980／81年度の統計データに  

基づいている。オーストラリアの米産業は1975年以降に飛躍したが，それ以降は定常的な拡  

大傾向を示している。したがって米産業を中心とする藩漑農業地帯の産業連関構造は最近時  
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点までそれほど大きくは変化していないものと思われる。   

また対象地域を米作を中心とする渾漑農業地帯に限定したことで，農業を中心とする全国  

レベルの産業連関表に見られがちな表の多くの部分が殆ど0で占められるという不都合は避  

けられる。   

米作地域の産業連関表作成過程においては，各部門毎に，その投入物の購入と産出物の販  

売および雇用水準に関するデータを地域レベルで収集し，米産業構成部門間の購入・販売の  

取引構造を示すように再集計している。この際，米産業構成部門の中には，単一の農企業や  

機関で営まれている部門（例えば，籾処理，米加エ，流通・販売，米副産物，水供給，研究・  

普及などめ部門）だけではなく，多数の営業主体からなる部門（例えば米栽培，卸／小売業  

などの部門）も存在するため，これらについては豪州米生産者協会からの情報や州及び全国  

レベルの卸／小売業の代表的統計を援用している。   

また，この地域産業連関表は1980／糾年度の単一年度のものであるが，豊凶変動による偶然  

的な異常値やデータソース間の時期の不一致などの問題がある。それ故，可能な限り通常年  

の取引数値に修正した。さらに南部平原地域の米産業は高度に統合されているので，乗数波  

及効果などを導出する際には二重計算の可能性が生じるが，複数の部門に起因する効果の二  

重計算を避けるため部門間の後方連関の効果を控除したネットのベースで計算している。   

表1はニューサウスウェールズ州の米生産地域，リベリナ地域を中心とする地域産業連関  

表を示したものである。行は各部門の販売を示し，列は各部門の費用構成または購入を示し  

ている。ニューサウスウェールズ州の南部平原地帯の経済を以下の18の部門に分類し，その  

うちの米関連部門をさらに9つの部門に細分化したものである。つまり畜産部門，その他農  

業部門，林・漁業部門，鉱山業部門，食品製造部門，木材紙製造部門，機械設備部門，金属  

製晶部門，非金属部門，その他製造業部門，電気ガス水道部門，建設部門，商業部門，運輸  

通信部門，金融部門，行政部門，共同体事業部門，個人サービス部門の18の親部門からなっ  

ている。これらの親部門の中で米産業に関連する部門を次のように再分類している。括弧内  

は当該米関連部門が属していた元の産業部門である。つまり，   

米栽培部門（＜その他農業部門），米加工部門（＜食品製造部門），米副産物部門（＜食品  

製造部門），藩漑水利部門（＜電気ガス水道部門），籾処理取引部門（＜商業部門），玄米流通  

部門（＜商業部門），精米卸小売部門（＜商業部門），米普及部門（＜行政部門），米研究（＜  

共同体事業部門）   

従って，合計27の内生部門より構成されている。  

また，投入産出モデルの外生部門である最終需要部門は，家計消費，食品産業投資，輸移出  

の3部門であり，さらに同じく外生部門である付加価値部門は，家計所得，食品産業付加価  

値，輸移入の3部門である。   

米産業を構成する各部門の内容は以下の通りである。  

（む米栽培部門，  農場での籾生産  
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②籾処理部門， 農場から加工処理施設および籾貯蔵施設への籾の移動   

③米加工部門， 精米工程と出荷用包装   

④米流通販売部門，主要市場（つまり国内の小売／卸売店または輸出市場）への処理済み  

米の流通および販売   

⑤米マージン部門，国内の米最終販路での通常の卸売／小売の業務   

⑥米副産物部門， 精米過程の副産物の加エと販売   

⑦藩漑水利部門， 稲作港漑用水の生産，貯蔵，分配の金側面   

⑧米普及部門， 米作に関連する普及業務   

⑨米研究部門，  米作に関連する試験研究業務   

この米作地域産業連関表の見方を「米栽培部門」を例にして示すと，以下のようになる。  

まず，「米栽培部門」の購入面については，表1の第3列を縦方向に見て行くと「畜産部門」  

からの中間投入はゼロ，「其他農業部門」からの中間投入は654．2万ドルであり，自部門から  

の中間投入が165．6万ドル，「木材・紙製造部門」からの中間投入が23．3万ドル，「機械設備部  

門」からの中間投入が47．7万ドル，「金属製晶部門」からの中間投入が19万ドル，「非金属部  

門」からの中間投入が11．7万ドル等々となっており，「米栽培部門」の中間投入合計（内生部  

門小計トは2899．7万ドルとなる。他方，「米栽培部門」の総生産額は第3列の最終行に示され  

る如く，9381．7万ドルであるから，この差額6482万ドルが付加価値額となる。この付加価値  

のうち，「貸金家計所得」として2250万ドル生じ，「其他付加価値」として2706．6万ドル生じ  

る。残りの1525．4方ドルは他地域からの「輸移入」に当てられる。   

また，同じく「米栽培部門」の生産物の販売面については，表の第3行を横方向に見て行  

くと，「畜産部門」と「其他農業部門」への販売はゼロ，自部門への販売が165．6万ドル，「米  

加工部門」への販売が9216．1万ドルであり，合計93凱．7万ドルが各部門の中間需要を満たす  

ために販売される。家計消費，投資，輸移出などの黄終需要は全てゼロなので中間需要合計  

が需要総計となり前述の総生産額9381．7万ドルに等しくなる。   

なお，周知のとおり，産業連関表の表示形式には，大きく分けて「競争輸入型」，「非競争  

輸入型」，この両者の折衷としての「競争・非競争輸入型」などがある。ここでの表は，元来，  

「非競争輸入型」の形をとっているが，非競争輸入の部分について，部門間の輸入品消費率の  

相違に関する精確なデータの不足のため，輸入を行方向で一括している。したがって需給調  

整項としての競争輸入の列は実質的には使用していない。  

3 米作地域の産業連関構造  

次ぎに，産業連関表の各数値を各部門の総生産額で割り算すると投入係数表Aになる。こ  

こで，産出列ベクトルをY，最終需要列ベクトルをFとすると，  

A・Y十F＝Y  
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Y＝（Ⅰ－Aト1・F  

この投入係数行列Aを単位行列Ⅰから引いた行列の逆行列（Ⅰ－A）‾1はレオンチェフ逆行列  

と呼ばれるが，その第i，j要素btjは，第j産品への1単位の最終需要に対し，それを満たす  

ために直接的および間接的に必要とされる第i産品の究極的生産必要量を意味している。  

従って，逆行列の各列，たとえば第j列は，第j産品への1単位の需要があった場合に誘発さ  

れる各産品の生産量を表していることになり，どの産業にどの程度の生産誘発効果を及ぼす  

かが明らかとなる（紙面の制約により投入係数行列およびレオンチェフ逆行列表は掲載を省  

略する）。  

n  ここで，逆行列の列和（∑bり）は，第j部門に1単位の需要があった場合，それが全ての  
lIl  

産業に与える総効果を示すことになる。そこで，全産業に及ぼす総効果がどの部門で大きい  

かを見るために，表の全部門の列和の平均値に対する第j部門の列和の相対的大きさを影響  

力係数という尺度で表現する。つまり  

nnn     EJ＝∑blJ／（∑∑bJ，／n）（i，j＝1，2・・・n；nは内生部門の数）……………… 
l∋どIj＝11三三1  

（3）   

この係数が1より大きい部門は，全産業に対する影響力が平均以上に大きいことになる。  

表2 産業連関構造の藷係数  
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注）表1の産業連関表に第3式，第4式を適用して導出。  
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n  他方，逆行列の行和（∑bり）は，各部門に最終需要が1単位ずつあった場合に第i部門が  
j＝1  

影響を受ける度合を表している。この行和の全部門平均値に対する特定部門iの行和の相対  

的大きさを感応度係数という尺度で表現する。つまり，  
n n n 

K雪＝∑b．3／（∑∑blj／n）（i，j＝1，2…n）  

j…1l＝lj；1 この係数が1より大きい部門は，全産業から受ける感応度が平均以上に大きいことになる。  
影響力係数は一般に各部門からの直接間接の原材料投入率の高い部門で大きく，感応度係数  

は当該商品を需要する部門が多岐にわたり，中間需要比率の高い部門で大きい。   

表2は，オーストラリアの米作地域における米産業の付加価値係数と影響力係数，感応度  

係数を示したものである。ここで，付加価値係数とは，米作地域の各産業部門の生産額1単  

位から生ずる付加価値額を示している。この係数が最も高いのは米研究部門（0．930）であり，  

次いで運輸通信部門（0．909），さらに機械設備部門（0．892），金融部門（0．882）となってい  

る。つまり，これらの部門では生産行程で中間投入された額に対する付加価値額の比率が相  

対的に大きいことを示している。逆に，付加価値係数が最も低いのは米加工部門（0，186）で  

あり，次いで低いのは米副産物部門（0．194），さらに食品製造部門（0．285）となっている。  

これらの部門で低いのは，付加価値生産行程そのものの一部が中間投入行程としそ計上され  

るように細分類された部門だからである。これらの部門ではこの部門分類の下での付加価値  

の比率は見かけ上値く出て来るのである。   

さ 

の1．580，さらに食品製造部門の1．511となっている。逆に小さいのは米研究部門の0．812，運  

輸通信部門の0．832，機械設備部門の0．844となっている。前述の付加価値係数との関係では，  

付加価値係数の高い部門で影響力係数が小さく，逆に付加価値係数の低い部門で影響力係数  

が大きいという逆相関関係が見られるのは興味深い。   

また，感応度係数が最も高いのは，商業部門の1．764であり，次いで運輸通信部門の1．739，  

さらに米栽培部門の1．661となっている。逆に感応度係数が最も低いのは米流通部門と米マー  

ジン部門の0．751であり，次いで米普及部門の0．752，米研究部門の0．756となっている。  

4 米産業の経済的波及効果   

（り米産菓の撞済的影響  

米産業の経済活動の影響は表3に示される。産業連関分析の基本モデルとしてしばしば適  

表3 総効果（産出，所得，雇用量別，全産業への影響）  

産出額（百万＄） 所得（百万＄）   雇用量（人）  

直接効果  143．3  39．6  3099  

間接効果  115．7  47．4  3945  

合計効果  259．0  87．0  7044  
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用される均衡産出高モデルの通常の分析方法により以下のように導出される。   

米産業全体としての地域経済への影響に関しては，全部門の産出額に対する間接的波及効  

果が約115．7百万ドルであり，直接的波及効果が143．3百万ドルで，全部門の産出額に対する  

総効果は259．0百万ドルになる。産業面以外では，地域レベルでの家計所得に対する影響は間  

接的波及効果が約47．4百万ドルであり，直接的波及効果が39．6百万ドルで，両者の総効果は  

87．0百万ドルとなる。さらに地域レベルでの総雇用量に対する効果については，その間接的  

波及効果は約3945人，直接的効果は3099人であり，両者の合計としての総効果は7044人とな  

る。ここで，間接的波及効果とは産業連関における経済循環過程の第一次以降の波及効果の  

総和であり，直接的効果とは経済活動に伴い瞬時的に生じる初期効果のことである。  

（2）潅済的影響の部門別状況   

産出額，所得および雇用に対するこれらの影響の部門別状況は表4に示される。例えば，  

地域レベルでの各産業の産出額に対する間接的波及効果は総額で115．7百万ドルであり，主に  

商業（小売および卸売）部門（20．4％即ち23．6百万＄），建設部門（12．4％即ち14．4百万＄），  

運輸・通信部門（9．6％即ち11．1百万＄），その他農業部門（8．3％即ち9．6百万＄）などで生じ  

る。食品製造部門の産出額もかなり大きな間接的波及効果を受けるが，地域レベルでの産出  

額への間接的波及効果は，その他には，共同体事業や（個人的サービスを含む）娯楽などの  

サービス部門で生じる傾向にあり，概して製造業部門では殆ど無視しうーる水準である。   

このことは，農村地域での各経済主体（部門）はサービスについては地域内で調達するが，  

表l 主要な部門別影響；産出額，所得，雇用  

産出額％（百万＄） 所得％（百万＄） 雇用量％（人）  

畜塵  

その他農業  8．3（9．6）  

林・漁業  

鉱山業  

食品製造  6．4（7．4）  

木材紙製造  

機械設備  

金属製晶  

非金属  

その他製造業  

電気ガス水道  4．3（5．0）  

建設  12．4（14．4）  

商業  20．4（23．6）  

運輸通信  9．6（11．1）  

金融  

行政  3．7（4．3）  

共同体事業  6．0（6．9）  

個人サービス  5．6（6．5）  

4．4（2．1）  

3．1（1．5）  

4．7（185）  

2．9（114）  
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合計  （115．7）  

睦）－は，0．1未満の小さな数値を示す。  
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消費用であれ中間投入用であれ，製造業晶の供給については地域外の大都市地域に依存する  

傾向があることを反映している。これは，農村地域でよく見られる傾向である。   

所得と雇用への間接波及効果も産出額への影響と同様なパターンを示している（表4）。し  

かし，その影響の大きさは大きく異なっている。例えば，地域レベルでの商業部門への間接  

波及効果は，産出額に関しては20．4％，所得に対しては29．1％，雇用に対しては32．6％であ  

る。他方，建設部門への間接波及効果は各々，産出額に対しては12．4％，所得に対しては6．1％，  

雇用に対しては4．8％である。このことは，商業部門においては個人所得がより高く，労働集  

約度もより高いことを反映している。   

表4の数字は，米産業の活動がもたらす間接的波及効果は地域の雇用への影響が大きいこ  

とを示している。それは特に商業部門で顕著に生じている。  

（3）米産業販売額1単位当りの影響   

この節では，米産業の販売額1単位がもたらす塵出額，所得および雇用への影響を考慮す  

る。その際，産出額と所得への影響については販売額1ドルごとの効果でみるが，雇用への  

効果は数値が小さいため販売額百万ドル毎の効果でみる。表5に示すとおりである。   

州レベルでの米販売額1ドルの生じる効果であるが，この1ドルは州の小売／卸売部門を  

通じて家計へ，食品製造部門へ，州からの輸移出へ，また細分類項目の米副産物部門への販  

売などの合計からなり，この米産業販売額1ドルは，米産業の全構成部門の産出額を示して  

V）る。米産業1ドルの販売に貢献する各構成部門の産出額は表5の第2列に示されるように  

計算される。つまり米栽培部門から59．1セント，米加工部門から18．0セントなどである。   

米産業販売額1ドルは表5の第3列に示されるような産出額への間接波及効果を生じる。  

例えば，米産業の販売額1ドルに対して米栽培部門が貢献した59．1セントは地域レベルで産  

出額への間接波及効果42．0セントを生じる。同様に，米産業の販売額1ドルに対して米加工  

部門が貢献した18．0セントは，地域レベルで産出額への間接波及効果8．0セントを生じる。全  

表5 米産業販売額1単位当りの産出額，所得，雇用への効果  

（直接産出効果） （間接産出効果）   （所得効果）  

米虚業  部門産出額  米産業産出額1＄当り 販売1＄当り部門 販売1＄当り総  
構成部門 （百万ドル） の部門産出額（セント）塵出額（セント） 所得（セント）  
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 米栽培  87．3  

米加エ  26．6  

釆副産物  2．4  

藩漑水利  7．7  

籾処理取引  9．8  

玄米流通  11．8  

頼米卸小売  1．02  
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部門の産出額への間接波及効果全体については地域レベルで約65．9セントとなる。このこと  

は，地域レベルで1．659の大きさの米産業全体としての産出額乗数が派生することを示唆して  

いる。   

表5の第2列は米産業の直接的効果を示し，第3列は間接波及効果を示している。各構成  

部門の生ずる産出額への総効果は直接効果と間接波及効果の合計である。例えば，米産業全  

体で1ドルの販売につき，米栽培部門のもたらす総効果は，地域レベルでは101．1セント（即  

ち59．1セントおよび42セント）である。   

表5の第4列は，米産業全体での1ドルの販売が家計所得にもたらす（直接的および間接  

波及的な）総効果をセント単位で示している。例えば，米栽培部門の塵出額59．1セントの貢  

献は地域レベルで32．5セントの総効果を家計所得に生じることを示している。この米産業販  

売額1ドルから生じる地域所得の合計は約54．1セントである。   

表5の第5列は，雇用に関する影響を示している。米産業全体での販売額百万ドルに対し  

て米栽培部門はその中の59．1万ドルの産出額だけ貢献するが，次にこれが直接間接に地域レ  

ベルで27．5人の雇用を生み出す。米産業の販売額百万ドル毎に発生する直接・間接の総雇用  

効果は地域レベルで約45．2人である。  

5 結び 一乗数効果一  

表5から一定の仮定のもとで米産業の販売額1単位当りの「乗数効果」を導出できる。そ  

♂ の仮定とは，1ドル毎の米産業販売額が表5の第2列に示されるような米産業各構成部門の  
貢献を伴うとし）う仮定である。つまり各々の産出効果に対応する所得係数と雇用係数を乗じ  

て加工することにより導出する。  

表¢ 米販売による産出量，所得，雇用への乗数効果  

産出量a）  所得a）  雇用主b）  

初期（直接）効果  1．000  ．288  ．021  

波及（間捷）効果  ．659  ．273  ．024  

稔効果  1．659  ．541  ．045  

（波及効果  （1．019）  （1．142）  

対初期効果比率）  

注 a）米販売額1＄当りの乗数  

b）米販売額1000＄当りの乗数   

この「乗数効果」は表6に与えられる。米産業の販売額1ドルは，地域レベルで産出額に  

対する間接的波及効果65．9セント，所得に対する間接的波及効果27．3セントの乗数効果を生  

ずる。雇用に対しては，産出額1000ドル単位につき間接的波及効果0．024人の乗数効果を生じ  

る。これらの「乗数効果」の大きさは，米産業が地域経済に高度に統合されており，強い産  

業連関構造を有していることを示唆している。このことから，米産業は地域経済全体にとっ  

て大きな影響を与えていると言える。特に10％を超える失業率に直面しているオーストラリ  

－48－   



加賀爪 優：オーストラリア米作地域における産業連関構造と米作からの経済波及効果   

アにとって米市場の動向とその政策は地域の失業対策としても重要な意味を持っている。  
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